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氏名(敬称略)と主な役職
氏名横の数字は当選回数

さとう　   はるお

文教厚生常任委員会

佐藤　春男①
総務産業常任委員会

桐木　敏隆①
きりき　 としたか

総務産業常任委員会

佐藤　孝子①
さとう　    たかこ

たなか　  よしのり

総務産業常任委員会

田中　義了③
なかしま　 さなえ

総務産業常任委員会

中島　早苗④
議会選出監査委員

馬原　英治⑤
まはら　   えいじ

総務産業常任委員会

富髙　健一郎⑦
とみたか　けんいちろう

いちの　  たつひろ

議会報編集委員会委員長

市野　辰廣①
いたくら　 てつお

文教厚生常任委員会委員長

板倉　哲男③
総務産業常任委員会委員長

佐藤　さつき③
さとう

議会運営委員会委員長

工藤　博志⑦
くどう　     ひろし

いそがい　すけお

副議長
磯貝　助夫③

議　長
本願　和茂④
ほんがん　かずしげ

高千穂町議会議員紹介

集落の活性化への取り組み支援
山村リフレッシュ支援事業

体験型プログラムに向け
未成線遺構写真資料展を開催

縁ある高千穂に父が見つけた地域貢献
森塗装株式会社に感謝状を贈呈

神都高千穂町観光大使就任
二見颯一さんに委嘱状交付

　
9
月
13
〜
21
日
、町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で「
高
千
穂
未
成
線
遺
構
」

写
真
資
料
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
資
料
展
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
倉
戸
ル
カ
さ
ん
が
、旧
国
鉄
時
代

に
工
事
凍
結
と
な
り
未
成
線
と
な
っ

た
高
千
穂
駅
〜
高
森
駅（
熊
本
県
）区

間
で
、町
内
に
残
る
遺
構
を
観
光
資

源
と
し
て
活
用
を
す
る
た
め
の
魅
力

発
信
と
し
て
計
画
。町
内
に
残
る
当

時
の
懐
か
し
い
写
真
や
現
在
の
四
季

折
々
の
風
景
記
録
な
ど
約
50
点
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
24
日
、一般
社
団
法
人
宮
崎

県
治
山
林
道
協
会（
佐
藤
貢
会
長
）が

実
施
す
る「
山
村
集
落
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

支
援
事
業
」に
、河
内
公
民
館（
佐
藤

利
治
館
長
）が
選
ば
れ
、交
付
金
の
贈

呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
河
内
公
民
館
で
は
、交
付
金
を
活

用
し
て
公
民
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
。

　
佐
藤
館
長
は「
館
員
だ
け
で
な
く
、

田
原
地
区
の
話
し
合
い
や
近
隣
住
民

も
利
用
す
る
サ
ロ
ン
で
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、非
常
に
あ
り
が
た
い
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
９
月
３
日
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
を
す
る
森
塗
装
株
式
会
社（
園
田

功一朗
代
表
取
締
役
・
宮
崎
市
）に
感

謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
園
田
代
表
取
締
役
は「
父
の
代
か

ら
高
千
穂
で
多
く
仕
事
を
手
掛
け
て

い
る
こ
と
や
、祖
父
が
西
臼
杵
支
庁

長
と
し
て
勤
務
す
る
な
ど
縁
の
あ
る

町
。こ
れ
か
ら
も
継
続
で
き
る
よ
う

貢
献
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

森
塗
装
㈱
は
、２
０
２
１
年
か
ら

総
額
３
４
０
万
円
の
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
８
月
31
日
、高
千
穂
町
と
高
千
穂

町
観
光
協
会（
竹
尾
通
洋
会
長
）は
、

演
歌
歌
手
の
二
見
颯
一
さ
ん
を「
神

都
高
千
穂
観
光
大
使
」に
任
命
し
、委

嘱
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
二
見
さ
ん
は
、宮
崎
県
国
富
町
出

身
。２
０
１
５
年
に
本
町
で
開
催
さ

れ
た
正
調
刈
干
切
唄
全
国
大
会
で
優

勝
し
て
お
り
、２
０
１
９
年
に
歌
手

デ
ビ
ュ
ー
。日
本
ゴ
ー
ル
ド
デ
ィ
ス

ク
大
賞
の
ベ
ス
ト
・
演
歌/

歌
謡
曲
・

ニ
ュ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
賞
な
ど
多
く

の
賞
を
受
賞
し
活
躍
し
て
い
ま
す
。

たかちほっとニュース


